
　私が勤めている総研大「科学と社会」

分野では，科学技術と社会について教

える際，科学哲学（倫理を含む），科

学史，（他の）科学技術社会論の三部

構成を取っている。「ジェンダーと科

学」は幅広いトピックを含む領域だが，

今日はこの構成に沿って5冊を紹介し

たい。特に，今年出版された新刊を中

心に取り上げる。

　そもそもジェンダーとは何だろうか。

社会的に作られた女らしさ・男らしさ

を指し，生物学的な性＝セックスとは

区別される，と習った人は多いだろう。

性差のどこまでが生物学的に決まった

もので，どこからが環境や文化の影響

によるのかという議論は長く続いてい

る。しかし，生物学的な性（セックス）

自体がすでに多様なのだということは

あまり意識されていない。生物学者で

然とはなにか」といった概念に揺さぶ

りをかけてきた。この領域の著作をも

う 1冊紹介しよう。「サイボーグ宣言」

で人間存在をテクノロジーを含んだも

のに拡張したダナ・ハラウェイが，『犬
と人が出会うとき─異種協働のポリ
ティクス』では生物種の境界を越える。
犬など身近な動物だけでなく，腸内細

菌といった我々の体内外に大量に存在

する微生物を考慮に入れれば，人間と

人間以外を隔てる明確なラインは存在

しない。感染，共生，生殖といった様々

なコンタクトゾーンの中で我々は誰と

／何と生きているのかを改めて考えさ

せられる著作だ。

　続いて歴史分野から。隠岐さや香

『文系と理系はなぜ分かれたのか』は，
西欧の学術アカデミー黎明期や日本の

近代化の過程まで遡り，学問がどのよ

うに編成されてきたかを探る本だ。第

4章「ジェンダーと文系・理系」では，

進路選択のジェンダー差と，いわゆる

「理工系」分野に女性が少ないことを

めぐる論点がもれなく簡潔にまとめら

れている。前章までの経緯を見れば，

男性官僚中心の制度設計の中では「非

ジェンダーと科学
水島 希

フェミニズム科学批評家でもあるア

ン・ファウスト-スターリングの『セッ
クス／ジェンダー─性分化をとらえ
直す』は，生物学とセックス，ジェン
ダーの入り組んだ関係を解説した入門

書だ。新生児は，染色体・精巣や卵巣・

そこから放出される性ホルモン・それ

らによって形成される外性器，といっ

た多階層の多様なセックスを持って生

まれる。しかし出生後，性器の形状か

ら「女」か「男」に分類される。性は

二型である（はずだ）という生物学や

医学の中にある固定観念が，現実のセ

ックスの多様性を覆い隠し，さらには

ジェンダーや性的指向の多様さ，可変

性までも否定していくのだ。

　科学技術とフェミニズムの融合領域

における探究は，こうした生物学や医

学が規定する「人間とはなにか」「自
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男性」の学術的興味は周縁に追いやら

れたであろうことが容易に想像できる

が，問題は学問区分だけにとどまらな

い。ジェンダーによる職務分離は，科

学技術への非男性の進出を阻んでいる。

たとえば伝統的に男性が多い職場では，

女性的な振る舞いは見下され，男性と

同じにすれば反発を買う。隠岐氏が

「無理ゲー」と評する板挟みな職場環

境で，女性科学者が研究室運営をうま

く取り仕切り出世するのは至難の業だ。

　これは技術職にも当てはまる。石井

香江『電話交換手はなぜ「女の仕事」
になったのか─技術とジェンダーの
日独比較社会史』は，IT産業のはし

りである電信・電話産業の黎明期にお

ける性別職務区分の形成過程を追った

研究書だ。電信業務（技術職）が男性

化し，電話交換業務（事務職）が女性

化する経緯が，社会的な性役割の変化

や，性規範などを通した女性身体の統

治という視点から丁寧に描かれている。

欧米では蓄積のあるテーマだが，日本

の事例研究は少なく貴重だ。

　身体をめぐる問題は「ジェンダーと

科学」の中でも大きな課題の1つだ。

最後に，昨年から大きなニュースとな

っている強制不妊の事例を紹介する。

優生手術に対する謝罪を求める会（編）

『〔増補新装版〕優生保護法が犯した
罪─子どもをもつことを奪われた
人々の証言』は，戦後すぐに制定され
た優生保護法（現母体保護法）による

強制的不妊手術の実態を明らかにした

書籍だ。当事者の証言，優生政策の歴

史分析から，医学がどのように優生政

策を正当化したかが示されている。近

年では新型出生前診断や受精卵のゲノ

ム編集といった科学技術が，新たな優

生学と呼ばれる動きを促進している。

フェミニズム科学批評やジェンダーを

軸とした科学技術史とともに，現在進

行形の問題をとらえるため，ぜひ多く

の方に読んでほしい。
（みずしま・のぞみ：総合研究大学院大学）
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